
輝 き  ふ れ あ い 　 安 ら ぎ の 都 市
ま ち

1 /15
No.869

平 成 2 0 年



K A S U G A         C I T YK A S U G A         C I T Y�

春日市は、地球規模での温暖化の原因とされる
二酸化炭素などの温室効果ガスの削減に、
一消費者、一事業者の立場で取り組んでいます。
この取り組みは、「エコオフィスプラン」という春日市独自の計画で、
「市が直接管理する施設のエネルギー消費を抑える」
「環境に配慮した物品導入を図る」などの目標を掲げています。
この第2期計画（平成18年度〜22年度）の推進状況をお知らせします。

春日市は、地球規模での温暖化の原因とされる
二酸化炭素などの温室効果ガスの削減に、
一消費者、一事業者の立場で取り組んでいます。
この取り組みは、「エコオフィスプラン」という春日市独自の計画で、
「市が直接管理する施設のエネルギー消費を抑える」
「環境に配慮した物品導入を図る」などの目標を掲げています。
この第2期計画（平成18年度〜22年度）の推進状況をお知らせします。

　問い合わせ先　環境課環境計画担当
　  1（584）1111　5（584）1147
 　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

計画の対象と基準年・目標年
　計画の対象は、市が自ら行う事務や事業（外部委託に係

るものを除く）のすべてです。

　なお、推進状況を比較する際に基準とする時点は平成

16年度で、各項目ごとの数値達成の目標は平成22年度で

す。

計画の目標と推進状況
①エネルギーの使用に関する目標と推進状況

対象（計画を推進している）施設
▷市役所本庁舎▷いきいきプラザ▷ふれあい文化センター

▷市民スポーツセンター▷西スポーツセンター▷温水プー

ル▷奴国の丘歴史資料館▷福祉ぱれっと館▷すくすくプラ

ザ▷各児童センター▷各市立保育所▷各小学校▷各中学校

▷龍神池自転車駐車場

項目 数値目標
（平成22年度）

実績
（平成18年度）

備考（使用量）

平成16年度 平成18年度

電気使用量の削減 3.3％減 0.6％減 857万7,928kwh 852万7,542kwh

燃料使用量

の削減

都市ガス 1.7％減 7.0％減 17万1,667㎥ 15万9,706㎥

ＬＰガス 1.3％減 7.0％増 3万6,833㎥ 3万9,403㎥

Ａ重油 2.0％減 17.2％減 1,450ℓ 1,200ℓ

灯油 2.0％減 19.7％減 2万3,981ℓ 1万9,256ℓ

ガソリン 2.2％減 1.6％増 2万4,468ℓ 2万4,871ℓ

上水道使用量の削減 5.0％減 8.0％増 17万4,870㎥ 18万8,910㎥

②製品の購入に関する目標と推進状況

項目 数値目標
（平成22年度）

実績
（平成18年度） 備考

紙の購入量（使用量）の削減 10％減 9.3％減

環境配慮製品の割合の向上 70％ 70.6％ 文具・事務用品における環境配慮製品の購入割合

低公害車の導入 15％ 6.25％ 公用車に占める低公害車の導入割合

環境配慮型ＯＡ機器の購入 100％ 100％ ＯＡ機器における環境配慮製品の購入割合

市は、平成22年度の数値目標の達成を目指します。
なお、今後毎年、計画の成果を公表していきます。

※　より詳しい内容は市ホームページや市役所 2階情報公開
コーナーで見ることができます。
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●●●●●

まいるーむ（ことばの教室）
　市教育委員会は、4月に小学校入学予定で、ことばの発達やコミュニケー
ション面に不安がある子どもを対象に、「まいるーむ（ことばの教室）」の入級
申込を受け付けます。
受付期間・時間　2月1日㈮～22日㈮の平日　午前9時～午後4時
※　印鑑（認め印）を持ってきてください。
なお、4月以降は、各学校を経由しての申し込みとなります。

受付・問い合わせ先　学校教育課（市役所4階）
　　1（584）1111　5（584）1153

●●●●●

非常勤講師を募集
　市は、きめ細やかな教育環境の整備に向
け、平成20年度から、小学6年生を1学級30
人以下で構成する「少人数学級編制」を行い
ます。
　それに伴い、市内の小学校で、授業を補助
する講師を募集します。
対象　小学校教員免許を持っている人
勤務日数　週5日
勤務時間（いずれか）・報酬
▷1日8時間　月額17万2,100円程度
▷1日6時間　月額14万2,700円程度
※　いずれも、有給休暇・社会保険・雇用保
険はありますが、賞与・交通費はありませ
ん。
募集人員　10人程度
採用期間　4月8日～平成21年3月26日（約
1年間）

応募方法　2月6日㈬（必着）までに、市販の
履歴書（Ａ4版）と作文「私が考える小学
校教育のあり方（Ａ4版片面1枚、800字
程度）」を提出する（郵送可）

応募・問い合わせ先　学校教育課（〒816‒
8501春日市役所）

　　1（584）1111　5（584）1153

少人数学級編制対応 ●●●●●

入学説明会・子育て支援講座
　入学式に先立ち、各小学校で入学説明会と子育て支援講座
を行います。受付は、いずれも開始30分前から始めます。

※  詳しくは問い合わせてください。
問い合わせ先　
▷説明会　各小学校
▷講座・託児　社会教育課  1（575）4121  5（593）7380

市内各小学校で開催

期日 時間 開催小学校

2月6日㈬ 午前10時～正午 春日小（昇町1-142）

7日㈭
午前10時～正午

須玖小（須玖南2-71）

春日南小（春日8-100）

午後1時～3時 天神山小（天神山6-39）

8日㈮
午前10時～正午 春日原小（春日原南町4-37-1）

午後1時20分～3時 大谷小（大谷4-1）

12日㈫ 午前10時～正午 春日東小（若葉台東1-51）

13日㈬

午前9時30分
～11時30分 白水小（白水ヶ丘1-100）

午前10時
～11時30分 日の出小（日の出町3-1-10）

午前10時～正午 春日北小（岡本1-35）

14日㈭ 午前10時～正午 春日西小（下白水南4-134）

15日㈮ 午前10時
～11時30分 春日野小（春日公園4-1-1）

入級申込の事前受付を開始
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募集します

春日市嘱託職員（各種）
採用期間　4月1日～平成21年3月31日（1年間）
※　いずれも有給休暇・雇用保険あり、賞与・交通費なし
選考方法　▷一次　書類選考　▷二次　面接
応募方法　2月6日㈬（必着）までに、履歴書などを提出す
る（郵送可）

○保健師（障害者（児）への訪問指導、相談、調査など）
対象　保健師の資格と普通自動車運転免許（AT限定
可）を持っている人　

勤務日数・時間　週5日・午前8時30分～午後5時
報酬　月額19万2,000円程度（社会保険あり）
募集人員　1人
応募・問い合わせ先　福祉支援課（〒816－8501春日
市役所）　1（584）1111　5（584）3090

○介護支援専門員（介護保険に関する相談・調査など）
対象　次の免許をすべて有する人
▷看護師または保健師資格▷介護支援専門員▷普
通自動車免許（AT限定可）

勤務日数・時間　週5日・午前8時30分～午後5時
報酬　月額21万4,000円程度（社会保険あり）
募集人員　1人
応募・問い合わせ先　高齢課（〒816－8501春日市役
所）　1（584）1111　5（584）3090

○保健師（高齢者介護予防の相談・事業運営など）
対象　保健師の資格を持っている人　
勤務日数（いずれか）・報酬
▷週3日　14万4,000円程度（社会保険なし）
▷週5日　19万2,000円程度（社会保険あり）
勤務時間　午前8時30分～午後5時
募集人員　各1人
応募・問い合わせ先　健康課（〒816－0000いきいき
プラザ内）　1（501）1134　5（501）0051

○管理栄養士（健康づくりに関する栄養相談・教育業務など）
対象　管理栄養士の資格を持っている人
勤務日数・時間　週3日・午前8時30分～午後5時
報酬　月額14万4,000円程度（社会保険なし）
募集人員　1人
応募・問い合わせ先　健康課（同上）
○学校図書館司書（市立小・中学校での学校図書館業務）
対象　図書司書の資格を持っている人
※　応募の際に、図書司書の資格証（写し）を添付
勤務日数（いずれか）・報酬（社会保険なし）

▷週3日　月額6万3,000円程度
▷週5日　月額11万1,000円程度
勤務時間　午前10時～午後4時（原則）
※　8月は夏休み期間のため任用はありません。
募集人員　若干名
応募・問い合わせ先　学校教育課（〒816－8501春日
市役所）　1（584）1111　5（584）1153

○社会教育指導員（子育て支援のための家庭教育学級の
企画・運営、家庭教育支援総合推進事業の運営）
対象　社会教育主事の有資格者、または家庭教育・青少
年教育の活動経験者

勤務日数・時間　週5日（土・日曜日、祝日の勤務あり）・
午前8時30分～午後5時

報酬　月額17万2,000円程度（社会保険あり）
募集人員　１人
※ 応募の際は、履歴書に業務に対する自己PR文を添付
応募・問い合わせ先　社会教育課（〒816－0831大谷6
－24ふれあい文化センター内）　1（575）4121

　　5（593）7380
○小・中学校校務員（校舎内外の整備業務、災害防止に関
する業務、使送連絡業務、学校事務の補助業務など）
対象　私用車による書類配送や、パソコン（ワード・エ
クセル）の簡単な操作ができる人

勤務日数・時間　週5日（月～金曜日）・午前7時30分～
午後5時のうち8時間（学校によって異なる）

報酬　月額14万5,000円程度（社会保険あり）
募集人員　2人
応募・問い合わせ先　教務課庶務給食担当（〒816－
8501春日市役所）  1（584）1111 5（584）1153

○小・中学校栄養職員（小・中学校給食の献立作成、調理指
示、衛生管理・指導、子どもへの給食指導、物資発注など）
対象　管理栄養士の資格と普通自動車運転免許を持っ
ていて、次のいずれかの経験がある人
▷500食程度の調理施設での献立作成や全般的な
衛生管理・指導▷学校栄養職員の経験がある人

※　応募の際は、管理栄養士の資格証（写し）を添付
勤務日数・時間　週5日（月～金曜日）・午前8時30分～
午後5時

報酬　月額18万4,000円程度（社会保険あり）
募集人員　2人
応募・問い合わせ先　教務課庶務給食担当（同上）
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各地区公民館などで開催

後期高齢者医療制度地区説明会
　4月1日から「老人医療制度」が「後期高齢者医療制度」
に変わります。この「後期高齢者医療制度」を、皆さんに
よく知ってもらうために、各地区で説明会を行います。
対象　後期高齢者医療制度の被保険者（75歳（一定の障

害がある人は65歳）以上の人）、被保険者の家族、も
うすぐ75歳になる人など

問い合わせ先　国保年金課医療担当
　　1（584）1111　5（584）1141

期日 時間 地区 場所

1月21日㈪

9：30～10：30 春日公園 春日公園公民館
10：45～11：45 春日 春日共同利用施設
14：30～15：30 千歳町 千歳町公民館
15：45～16：45 光町 光町公民館

22日㈫
9：30～10：30 若葉台東 若葉台東公民館
10：45～11：45 ちくし台 ちくし台公民館
14：30～15：30 春日原南 春日原南公民館

23日㈬ 10：00～11：00 春日原 春日原公民館

24日㈭

9：30～10：30 宝町 宝町公民館
10：45～11：45 大和町 大和町公民館
14：00～15：00 桜ヶ丘 桜ヶ丘公民館
15：30～16：30 弥生 弥生公民館

25日㈮
9：30～10：30 日の出町

サン・ビオ 日の出町公民館

14：30～15：30 岡本 岡本公民館

28日㈪

9：30～10：30 小倉 小倉公民館
10：45～11：45 大谷 大谷公民館

14：30～15：30 若葉台西
小倉東 小倉東公民館

期日 時間 地区 場所

1月29日㈫

9：30～10：30 昇町 昇町公民館
10：45～11：45 大土居 浦の原集会場
14：30～15：30 下白水北 下白水北公民館
15：45～16：45 下白水南 下白水南公民館

31日㈭
9：30～10：30 須玖北 須玖北公民館
10：45～11：45 須玖南 須玖南公民館
14：30～15：30 泉 泉公民館

2月 1日㈮

9：30～10：30 白水ヶ丘 白水ヶ丘公民館
10：45～11：45 上白水 上白水公民館
14：30～15：30 天神山 天神山公民館
15：45～16：45 白水池 白水池公民館

4日㈪
10：30～11：30 塚原台 塚原台集会所
14：30～15：30 惣利 惣利公民館
15：45～16：45 平田台 平田台公民館

5日㈫
10：30～11：30 松ヶ丘 松ヶ丘公民館
14：30～15：30 紅葉ヶ丘 紅葉ヶ丘公民館

※　都合が悪い場合は、居住する地区以外の説明会に参加
することもできます。

■後期高齢者医療制度地区説明会日程表

春日大野城リサイクルプラザ

リサイクル品を譲ります
　春日大野城衛生施設組合は、同プラザに持ち込まれた
自転車やスチール家具類で、再利用できるように修理し
たものを展示し、無料で譲ります（一人各１品まで）。
対象　春日市または大野城市に居住する人
期間　2月4日㈪～15日㈮（9日㈯・11日㈪を除く)
時間　午前8時30分～午後4時
場所　同プラザ（春日公園6－2）
申込方法　期間中に、会場にある申込書と、持参したハガ
キ（一人１枚、表面に申込者の住所と氏名を記入、裏
面が白紙のもの）を提出する

注意事項
▷申込多数の場合は、2月19日㈫午前９時から公開抽選
を行い、結果はハガキで通知します。
▷当選品の引き取りは2月21日㈭～29日㈮の平日のみ。
▷同一人物による複数の申し込みは、すべて無効とします。
▷自転車の当選者は、必ず防犯登録を行ってもらいます。
▷引き取ったものに不都合があり、それによって傷害な
どが生じても、同組合は一切責任を負いません。
問い合わせ先　同組合

　　1（596）7066　5（595）4140
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　12月6日、市役所で

「試買商品量目審査

会」が行われました。

　これ は、身 近で流

通する商品の量目や

表 記、包 装 などが 適

正に行われているか

を審 査する もの。市

内のスーパーなどか

ら指定された商品を

無作為に試買し、30

人の審査員が5人ずつの班に分かれて審査しました。

　審査員は、地域消費者に適正な商品が提供されているかどう

か、一品一品、慎重に重さを計量。審査が終わると、各班の結果

をもとに、活発な意見交換が行われ、身近な商品の量目に対す

る意識の高さが感じられました。

　12月4日、春日まちづくり支援センター「ぶど

うの庭」で「犬のしつけ方教室」を行いました。

　これは、犬を飼うために必要な正しい知識を

学んでもらい、市民全体のマナー向上につなげ

ようというもの。市民19人が参加しました。

　講師は、福岡県動物管理センターの小
お や ま

山

幸
ゆ き え

江さん。犬に関する基礎知識や犬の気持ちの

くみとり方、実際にモデル犬を使ったしつけ方

の実演など、犬と暮らすための基本を分かりや

すく説明しました。

　参加者のほとん

どが犬を飼ってお

り、しつ け に 悩ん

でいたとのこと。

この教室が悩み解

消の糸口となった

ようです。

犬 正しい知識を身に付ける

のしつけ方教室

　11月25日、北九州市で行われた「福岡県ミニバスケットボール選

手権大会」で、春日原ミニバスケットボールクラブ（男子）が準優勝

し、「全九州ミニバスケットボール大会（1月12〜14日、沖縄県浦添

市）」の出場権も獲得しました。

　春日原小・春日野小校区の児童37人が所属する同クラブ。選手たち

は、全九州大会に向け、「みんなで心を一つにして頑張ってきました。一

戦一戦、自分たちの力を発揮して、がんばります」と話していました。

県 春日原ミニバスケットボールクラブ

大会で準優勝

　市内の小学生ソフトボールチーム「小倉第二スポーツ少年団」が、10月

13日〜14日に行われた「全九州小学生選抜福岡県大会」で準優勝という

好成績を収めました。

　51チームが参加した大会で、惜しくもあと一歩というところで敗れたも

のの、3月に行われる九州大会への出場を決めました。柳
や な せ

瀬 寛
ひろ

キャプテン

は、「皆さんの応援、よろしくお願いします」と元気よく呼び掛けました。

ソ 小倉第二スポーツ少年団

フトボール県大会準優勝

試 正しい計量と食品表示を学ぶ

買商品量目審査会



　障害者週間（12月3日〜9日）の取り組みの一環として、同月4日に、市長や教育長、

春日市社会福祉協議会会長などが市内各地でリーフレットと啓発物品を配布して、障

害者福祉への関心と理解を呼び掛けました。

　今回、啓発物品として配布した物は、授産施設「ゆり工房」と地域活動支援センター 

「ひいらぎ作業所」で作られた、木工の動物型マグネットクリップとポケットティッシュケ

ース。多くの人に配布し、障害者福祉の大切さを知ってもらうきっかけになったようです。

障 障害者福祉への関心と理解を深めるために

害者週間 街頭啓発

　

20
〜
39
歳
の
青
年
が
、
自
分
の

能
力
や
経
験
を
生
か
し
、
開
発
途

上
国
な
ど
の
人
づ
く
り
や
国
づ
く

り
に
協
力
す
る
「
青
年
海
外
協
力

隊
」。
同
隊
の
生
態
調
査
部
門
隊

員
と
し
て
、
熊
本
さ
ん
が
中
東
の

国
「
ヨ
ル
ダ
ン
」
に
出
発
し
ま
し

た
。

　

濃
い
塩
分
濃
度
で
有
名
な「
死

海
」
に
接
す
る
ヨ
ル
ダ
ン
。
熊
本

さ
ん
は
、「
中
東
と
聞
く
と
治
安
の

面
で
心
配
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
関
し
て
は
、
政

治
的
に
安
定
し
て
い
る
た
め
比
較

的
安
全
な
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

十
分
に
気
を
付
け
ま
す
が
」
と
、

ヨ
ル
ダ
ン
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

熊
本
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
2

年
間
、
県
内
で
自
然
環
境
に
関
わ

る
仕
事
を
し
た
後
、
北
海
道
の
財

団
法
人
の
職
員
と
し
て
、
知し

れ
と
こ床
国

立
公
園
で
自
然
再
生
を
目
的
と
し

た
森
づ
く
り
運
動
を
３
年
半
続
け

ま
し
た
。
そ
こ
で
養
っ
た
経
験
を

さ
ら
に
生
か
し
て
み
た
い
と
思

い
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
入
隊
し

た
そ
う
で
す
。

　

熊
本
さ
ん
が
行
う
生
態
調
査
と

は
、
建
設
物
な
ど
を
作
っ
た
際
の

自
然
環
境
へ
の
影
響
の
調
査
。
ダ

ム
建
設
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
た

ヨ
ル
ダ
ン
渓
谷
北
部
で
行
わ
れ
て

い
る
住
民
参
加
型
の
自
然
再
生
計

画
に
参
加
・
協
力
し
ま
す
。　

　
「
現
地
で
は
、
言
語
や
宗
教
な

ど
、
自
分
と
違
っ
た
価
値
観
を

持
っ
て
い
る
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び

た
い
で
す
。
ま
た
、
以
前
に
現
地

で
活
動
し
た
こ
と
の
あ
る
人
に
、

現
地
の
人
々
の
あ
た
た
か
さ
を

聞
き
ま
し
た
。
多
く
の
人
と
一
緒

に
活
動
し
、
交
流
を
深
め
た
い
で

す
ね
」と
話
す
熊
本
さ
ん
。
す
で

に
心
は
ヨ
ル
ダ
ン
に
向
か
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

派
遣
期
間
は
２
年
間
。「
帰
国

後
は
、
現
地
で
の
経
験
を
生
か
し

て
、
県
内
で
、
人
と
自
然
を
つ
な

ぐ
仕
事
に
携
わ
り
た
い
で
す
。
た

く
さ
ん
の
人
に
自
然
環
境
の
大
切

さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
、
頑
張
っ
て
き
ま

す
」
と
語
る
熊
本
さ
ん
。
貴
重
な

体
験
の
報
告
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

熊
く ま も と

本将
ま さ し

志さん（下白水南）

青年海外協力隊としてヨルダンへ

　　現地の人から多くのことを学びたい

K A S U G A         C I T Y�



K A S U G A         C I T Y�

福
岡
県
読
書
推
進
大
会 

宇
美
町
大
会

日
時　

２
月
９
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

宇
美
町
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル（
宇
美
町
平へ

い
わ和

１
ー
１
ー
１
）

内
容　

▽
開
会
行
事
▽
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
表
彰
式
▽
活
動
報
告
▽

講
演
会

参
加
費　

無
料（
手
話
通
訳
あ
り
）

定
員　

４
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
31
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、申
込
書
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
郵
送
す
る
か
、福
岡
県
立

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直

接
申
し
込
む

※　

申
込
書
は
、宇
美
町
立
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

宇
美
町
立
図

書
館（
〒
811
ー
２
１
２
１
糟
屋

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

郡
宇
美
町
平
和
１
ー
１
ー
２
）

1（
９
３
２
）０
６
０
０

5（
９
３
２
）０
６
３
１

http://w
w

w
.um

i-library.jp

県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.lib.pref.fukuoka.jp

春
日
市
週
末
子
ど
も
ク
ラ
ブ 

親
子
で
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　

２
月
２
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

春
日
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
前

（
原
町
３
ー
１
ー
４
）

内
容　

野
鳥
観
察
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム

参
加
費　

一
人
３
０
０
円（
親
子

５
０
０
円
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
30
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ク
ラ
ブ
事

務
局　

江え
ぞ
え副

1（
5
9
2
）0
2
1
3（
5
兼
用
）

初
心
者
向
け
の 

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
講
座

　

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
が
身
体
に
及
ぼ
す

影
響
や
、ケ
ガ
・
故
障
の
予
防
法
を
教
え

ま
す
。

日
程　

２
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬
・
27
日
㈬ 

（
計
３
回
）　

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
研
修

室（
大
谷
６
ー
28
）　

受
講
料　

１
，２
５
０
円

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

１
月
30
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

1（
５
７
１
）３
２
３
４

5（
５
８
５
）１
６
３
４

春
日
イ
ー
グ
ル
ス 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

　

仲
間
づ
く
り
や
た
く
ま
し
い
身
体
・

心
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

専
門
の
コ
ー
チ
が
指
導
し
ま
す
。

対
象　

小
・
中
学
生

練
習
日
・
場
所

▽
毎
週
火
曜
日　

須
玖
小
学
校（
須
玖

南
２
ー
71
）

▽
毎
週
水
曜
日　

白
水
小
学
校（
白

水
ヶ
丘
１
ー
１
０
０
）

　

※　

中
学
生
が
対
象
で
す
。

▽
毎
週
木
曜
日　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（
大
谷
６
ー
28
）

▽
毎
週
土
曜
日　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
大
谷
６
ー
28
）・
春
日
北
小
学
校（
岡

本
１
ー
35
）

※　

時
間
は
、曜
日
や
場
所
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

会
費　

月
額
３
，５
０
０
円（
別
途
、入

会
金
や
保
険
料
な
ど
が
必
要
）

申
込
方
法　

電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

春
日
イ
ー
グ
ル
ス

1（
５
９
５
）５
１
９
７（
5
兼
用
）

　

eagles@
ac.csf.ne.jp

福
岡
徳
洲
会
病
院 

健
康
教
室

○
１
月
25
日
㈮

時
間　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

同
病
院
セ
ン
タ
ー
６
階
講
堂

（
須
玖
北
４
ー
５
）

内
容　

痛
風
予
防
の
食
事

○
１
月
29
日
㈫

時
間
・
内
容

　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

　
　

糖
尿
病
予
防
の
食
事

　

▽
午
後
２
時
40
分
〜
３
時
40
分

　
　

血
液
検
査
か
ら
見
た
動
脈
硬
化

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
４（
大
谷
６
ー
24
）

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

1（
５
７
３
）６
６
２
２

5（
５
７
２
）０
６
３
３

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］雪
月
華

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］あ
い
リ
ン
♡

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］R
の
大
王

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］フ
ッ
カ
ー

▶
高
田
洋
子

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］い
ち
ご

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］咲
月



ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る 

感
染
性
胃
腸
炎
の
予
防

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
原
因
で
起
こ

る「
感
染
性
胃
腸
炎
」は
、冬
か
ら
春
に

か
け
て
流
行
し
ま
す
。

　

年
齢
に
関
係
な
く
感
染
し
、抵
抗
力

の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
重
症
化
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、感
染
性
が

強
い
の
で
、保
育
園
や
小
学
校
、高
齢
者

の
施
設
な
ど
で
は
、集
団
感
染
に
つ
な

が
り
ま
す
。普
段
か
ら
予
防
・
対
策
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

感
染
源
と
感
染
経
路

▽
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
品（
生

カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
）や
飲
料
水
を

食
し
て

▽
手
指
や
、そ
の
人
が
触
れ
た
器
具
を

介
し
て

▽
症
状
が
あ
る
人
の
吐
物
や
便
に
直
接

触
れ
て

▽
ウ
イ
ル
ス
の
飛
散
に
よ
る
空
気
感
染

感
染
の
予
防

▽
二
枚
貝
は
で
き
る
だ
け
加
熱
す
る

▽
調
理
器
具
の
洗
浄
と
手
洗
い
を
心
が

け
、ほ
か
の
食
品
に
ウ
イ
ル
ス
を
移

さ
な
い

▽
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム（
漂
白
剤
）

を
使
っ
て
消
毒
す
る

▽
加
熱
消
毒
は
、85
℃
以
上
の
熱
湯
で

１
分
以
上
行
う

▽
手
指
は
流
水
と
石
鹸
で
き
れ
い
に
洗

い
流
す

※　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
関
す
る
心

配
ご
と
や
集
団
感
染
の
疑
い
は
、保

健
福
祉
環
境
事
務
所
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
健
康
対
策
課
感
染
症
係

1（
５
１
３
）５
５
８
４

5（
５
１
３
）５
５
９
８

い
き
い
き
会
員
に
な
る
た
め
の 

運
動
教
室

　

い
き
い
き
ル
ー
ム
は
、健
康
運
動
指

導
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、初
心
者

や
高
齢
者
も
無
理
な
く
自
分
に
合
っ
た

運
動
が
で
き
る
施
設
で
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
、こ
の
教
室（
計
４

回
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

初
回
期
日

○
65
歳
未
満
の
人
の
た
め
の
教
室

　

▽
２
月
８
日
㈮
▽
２
月
９
日
㈯

○
65
歳
以
上
の
人
の
た
め
の
教
室　

　

▽
２
月
６
日
㈬

※　

２
回
目
以
降
の
日
程
は
、申
し
込

み
時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
講
話
▽
体
力
・
健
康
度
測
定

▽
運
動
ア
ド
バ
イ
ス
▽
ス
ト

レ
ッ
チ
・
筋
力
向
上
体
操
▽
運

動
機
器
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定
員　

各
10
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー
ム

1（
5
0
1
）1
1
6
2（
5
兼
用
）

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

　

同
セ
ン
タ
ー
と
、春
日
市
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
者
や
市
民
な
ど
を
対
象

に
、交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

２
月
２
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会

議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

内
容　

▽
講
演
会
▽
意
見
交
換
▽
交
流

な
ど

参
加
費　

５
０
０
円（
昼
食
代
）

定
員　

80
人（
申
込
先
着
順
）

※　

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

1（
５
０
１
）１
１
３
６

5（
５
８
１
）７
２
５
８

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の 

無
料
法
律
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
や
相
続
、財
産
管
理
、

死
後
事
務
処
理
な
ど
の
相
談
に
、弁
護

士
な
ど
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

日
時　

１
月
26
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
学
習

室
・
５
階
視
聴
覚
室（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト

1（
９
２
１
）２
３
１
０（
5
兼
用
）

福
祉
の
就
職 

合
同
就
職
面
談
会 

就
職
総
合
フ
ェ
ア
２
０
０
８

　

福
祉
の
仕
事
を
希
望
す
る
人
の
た
め

の
就
職
面
談
会
で
す
。参
加
は
無
料
で
、

申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

対
象　

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職

希
望
者
、ま
た
は
平
成
20
年
３

月
末
卒
業
予
定
の
学
生

日
時　

２
月
１
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
受
付　

午
前
10
時
〜
午
後
３

時
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

※　

来
場
の
際
は
、公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

▽
就
職
面
談
▽
資
格
相
談
▽
求

職
相
談
▽
母
子
家
庭
等
求
職
相

談
▽
授
産
施
設
商
品
の
展
示
・

販
売

※　

就
職
面
談
の
希
望
者
は
、履
歴
書 

（
数
枚
）を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
社
会
福
祉
協

議
会

1（
５
８
４
）３
３
１
０

5（
５
８
４
）３
３
１
９
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▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］雪
月
華

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］あ
い
リ
ン
♡

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］R
の
大
王

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］フ
ッ
カ
ー

▶
高
田
洋
子

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］い
ち
ご

▶［
ペ
ン
ネ
ー
ム
］咲
月

ハガキに縦書き、白黒で濃い目にはっきりと描いて、表に
住所、氏名、電話番号を書いて送ってください（ペンネーム
も可）。著作権の都合上、作品はオリジナルのものに限りま
す。
あて先　〒816-8501春日市役所市報かすが「イラスト

コーナー」係
※　掲載された人には図書券（500円分）を進呈します。

●お知らせ
　都合により、市報かすが4月1日号以降の掲載について
は、図書券の進呈を取りやめます。掲載は今後も続けて
いきますので、ご理解とご協力をお願いします。

あなたのイラスト募集中
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　年金所得者と給与所得者を対象に、確定申告（還付を含む）
の受付・相談を行います。
　ただし、事業を営む人や生命保険などの営業職員、原稿料・
報酬料金などの収入がある人、不動産所得がある人、不動産
や株式の譲渡所得がある人は、税務署で受け付けます。
受付期間　1月23日㈬〜2月15日㈮のうち、下表の「○」の日

時間　午前9時（相談は9時30分）〜午後3時30分
場所　クローバープラザ（原町3ｰ1ｰ7）
○税務署での受付

受付期間　2月18日㈪〜3月17日㈪の平日（還付申告の人
は、2月18日以前でも受付可）

時間　午前8時30分〜午後5時
場所　筑紫税務署
※　収入が年金や給与のみで、身体が不自由なため税務署

での申告（相談）ができない人は、申告期間中、市役所でも
受付を行います。

1月 2月
23
日
㈬

24
日
㈭

25
日
㈮

26
日
㈯

27
日
㈰

28
日
㈪

29
日
㈫

30
日
㈬

31
日
㈭

1
日
㈮

2
日
㈯

3
日
㈰

4
日
㈪

5
日
㈫

6
日
㈬

7
日
㈭

8
日
㈮

9
日
㈯

10
日
㈰

11
日
㈪

12
日
㈫

13
日
㈬

14
日
㈭

15
日
㈮

○ ○ ○ × × ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ × × × × ○ ○ ○

「
伝
え
よ
う
！
愛
」 

い
じ
め
問
題
を
考
え
る
講
演
会

　
「
春
日
市
い
じ
め
を
な
く
す
活
動
推

進
事
業『
伝
え
よ
う
！
愛
』」の
一
環
と

し
て
、講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

２
月
２
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

内
容

▽
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
発
表

▽
福ふ

く
な
が永
宅た
く
じ司
さ
ん
一
人
芝
居「
君
を
い

じ
め
か
ら
守
る
」　

定
員　

２
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
女
性
政
策
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
５
３

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業 

技
能
講
習

　

㈳
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
に
よ
る
技
能
講
習
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

60
歳
〜
69
歳
の
求
職
中
の
人

（
雇
用
就
業
中
の
人
、ま
た
は
過

去
１
年
間
に
同
会
主
催
の
各
講

習
を
受
講
し
た
人
を
除
く
）

○
パ
ソ
コ
ン
実
務
講
習（
博
多
区
で
開

催
）

日
時　

２
月
４
日
㈪
〜
14
日
㈭
の
平

日（
計
８
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

申
込
期
限　

１
月
21
日
㈪

○
オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習（
中

央
区
で
開
催
）

日
時　

２
月
18
日
㈪
〜
27
日
㈬
の
平

日（
計
８
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

申
込
期
限　

２
月
４
日
㈪

○
事
務
補
助
講
習（
博
多
区
で
開
催
）

日
時　

２
月
25
日
㈪
〜
29
日
㈮（
計

５
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

申
込
期
限　

２
月
11
日
㈪

○
警
備
業
務
講
習（
博
多
区
で
開
催
）

日
時　

２
月
25
日
㈪
〜
29
日
㈮（
計

５
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

申
込
期
限　

２
月
11
日
㈪

定
員　

各
25
人（
パ
ソ
コ
ン
実
務
の
み

30
人
）

※　

申
込
多
数
の
場
合
、抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法　

市
福
祉
計
画
課
に
あ
る
申

込
用
紙
を
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

1（
4
1
4
）0
2
8
7

5（
4
1
4
）0
2
9
7

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー 

人
生
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

　

充
実
し
た
人
生
の
基
本
は「
健
康
」。

人
生
80
年
時
代
を
い
き
い
き
と
過
ご
す

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時
・
内
容

▽
１
月
29
日
㈫

　

午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
「
が
ん
を
早
く
み
つ
け
る
た
め
に
」

▽
２
月
６
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

　
「
花
粉
症
に
つ
い
て
」

▽
２
月
15
日
㈮　

午
前
10
時
〜
11
時

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

▽
２
月
21
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

「
生
活
習
慣
が
気
に
な
る
人
の
食
生

活
改
善
講
座
」

▽
３
月
５
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

「
脳
卒
中
〜
大
事
に
い
た
ら
な
い
た

め
に
は
〜
」　

▽
３
月
18
日
㈫

　

午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
「
ご
存
知
で
す
か
？
日
帰
り
手
術
」　

受
講
料　

５
０
０
円（
資
料
代
を
含
む
）

※　

全
講
座
の
場
合
は
、１
，６
０
０
円

で
受
講
で
き
ま
す
。

定
員　

各
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

講
座
開
催
日
の
４
日

前（
必
着
）ま
で
に
、電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
、ハ
ガ

キ
で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

希
望
講
座
名
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
ま

ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぶ

ど
う
の
庭
」（
〒
816
ー
０
８
６
４

須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

　

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
　定申告

の
お知らせ



　1901年から2000年の100年間に、平均気温は、世界で約0.6
℃、日本で約1℃、そして福岡では約2.2℃上昇しています。
　この福岡の大幅
な上昇は、経済都市
として発展し、人口
が集中し住宅地が
増えたためだと考
えられます。
　また、夏場に気温
上昇を抑えていた
水田や里山が開発
により減少し、コン
クリートが増え、夜
になっても気温が
下がらない「ヒート
アイランド現象」が
進んでいるためと
も言われています。
　日本の中でも、2
℃以上上昇した都
市は、福岡・札幌・東
京 の3都 市 の み で
す。福岡にとって、地球温暖化は、大きな問題となっています。地
球温暖化を食い止めることができるのは私たち人間です。一人
一人できることから始めましょう。

福岡の気温の変化（気象庁統計資料より）

福岡の気温の変化（福岡管区気象台統計資料より）

　

平
成
19
年
12
月
、筑
紫
地
区
で
、大

型
犬
に
よ
る
咬
傷
死
亡
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
が
二

度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
、犬
は
適
正

に
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
放
し
飼
い
は
、条
例
な
ど
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。「
敷
地
内
で
つ
な

ぐ
」「
柵
や
お
り
な
ど
の
囲
い
の
中

で
飼
う
」な
ど
、犬
が
逃
げ
な
い
よ 

う
、万
全
の
対
策
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
散
歩
の
際
は
、必
ず
リ
ー
ド（
ひ
も
）

で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
飼
い
犬
に
は
、「
登
録
」と
毎
年
の 

「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
」が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。な
お
、鑑

札
、狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
は
、必

ず
犬
の
首
輪
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）1
1
4
7

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん

　

飼
い
犬
は
適
正
に
管
理
を

一
人
で
悩
ま
な
い
で 

親
と
子
の
な
や
み
相
談

　

県
は
、児
童
相
談
所
や
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
、子
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

24
、親
・
お
や
電
話
、少
年
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
共
同
で
、20
歳
未
満
の
青
少

年
と
そ
の
保
護
者
の
た
め
の
相
談
窓
口

を
設
け
ま
す
。

　

い
じ
め
や
ひ
き
こ
も
り
、将
来
、家
庭

教
育
な
ど
、悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
18
日
㈮
・
19
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分

相
談
電
話　

1（
７
１
４
）０
１
９
０

※　

期
間
中
、「
福
岡
市
立
婦
人
会
館
あ

い
れ
ふ（
福
岡
市
中
央
区
舞ま

い
づ
る鶴
２
ー

５
ー
１
）」で
、面
談
相
談
も
行
い
ま

す
。予
約
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
生
活
労
働
部

青
少
年
課
指
導
係

1（
６
４
３
）３
３
８
８

5（
６
４
３
）３
３
８
９

農
業
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か 

糸
島
地
域
新
規
就
農
相
談
会

　

農
業
を
始
め
て
み
た
い
人
や
関
心
が

あ
る
人
が
対
象
で
す
。

対
象　

糸
島
地
域（
前
原
市
・
二
丈
町
・

志
摩
町
）で
の
就
農
を
希
望
す

る
人

日
時　

２
月
16
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

福
岡
地
域
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー（
福
岡
市
西
区
飯い
い
じ氏

９
０
２
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

糸
島
地
域
新
規
参
入

農
業
者
支
援
協
議
会（
同
セ
ン

タ
ー
内
）

1（
８
０
６
）３
４
０
０

5（
８
０
６
）３
３
６
７

春
日
市
国
際
交
流
協
会 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

チ
ェ
コ
国
立
民
族
音
楽
舞
踊
団
の
団

員
40
人
が
、２
月
25
日
㈪
に
福
岡
市
で

行
わ
れ
る
公
演
の
た
め
来
日
し
ま
す
。

　

彼
ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ

て
く
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

期
間　

２
月
24
日
㈰
〜
27
日
㈬（
３
泊

４
日
）

募
集
数　

20
家
族（
１
家
族
２
人
ず
つ

受
け
入
れ
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先  

同
協
会
事
務
局

1（
５
９
３
）５
８
９
３（
5
兼
用
）
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室
内
で
は
加
湿
器
を
使
っ
た
り
し

て
、湿
度（
50
〜
60
％
が
最
適
）を
保

つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
十
分
に
休
養
を
と
り
、
体

力
・
抵
抗
力
を
高
め
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
に
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
帰

宅
時
の
う
が
い
・
手
洗
い
も
大
切
で

す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

　
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
も
」と
思
っ

た
ら
、す
ぐ
に
医
療
機
関
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
治

療
薬「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
」は
、医
師
の

処
方
が
必
要
で
す
。医
師
の
判
断
で
、

合
併
症
へ
の
抗
生
剤（
抗
菌
剤
）が
処

方
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。一
般

的
な
か
ぜ
薬
は
、
発
熱
や
咳
、
鼻
水

な
ど
の
症
状
を
和
ら
げ
る
こ
と
は
で

き
て
も
、ウ
イ
ル
ス
に
直
接
効
果
が

あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
と
き
に
は
服
用

を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
解
熱
剤

も
あ
り
ま
す（
ア
ス
ピ
リ
ン
な
ど
の

サ
リ
チ
ル
酸
解
熱
鎮
痛
薬
、ジ
ク
ロ

フ
ェ
ナ
ク
ナ
ト
リ
ウ
ム
、メ
フ
ェ
ナ

ム
酸
な
ど
）。
特
に
、15
歳
未
満
の
子

ど
も
の
服
用
は
避
け
る
よ
う
に
と
厚

生
労
働
省
の
発
表
も
出
て
い
ま
す
。

市
販
の
薬
は
服
用
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

症
状

　

38
度
以
上
の
発
熱
や
頭
痛
、関
節
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
、全
身
の
症
状
が
強
い
上

に
、普
通
の
風
邪
の
よ
う
に
の
ど
の
痛

み
、鼻
水
な
ど
の
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
、
子
ど

も
は
中
耳
炎
、熱
性
け
い
れ
ん
な
ど
を

併
発
し
、重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。

予
防

　

ま
ず
は
、流
行
前
に
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
予
防
接
種
を

す
れ
ば
、絶
対
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
ら
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、重

症
化
防
止
に
有
効
で
す
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、の
ど
の
粘
膜

の
防
御
機
能
が
低
下
す
る
た
め
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
し
た
り
、

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
症
状
が
出
て
か
ら
３
〜
７
日

は
、人
に
う
つ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
学
校
保
健
法
に
よ
り
、解
熱
後

２
日
を
経
過
す
る
ま
で
は
出
席
停
止

期
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
死
亡
率

　

死
亡
数
は
、そ
の
年
に
よ
っ
て
差

が
あ
り
ま
す
が
、死
亡
者
の
ほ
と
ん

ど
は
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
は
、特

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※　

国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
情

報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（

http://idsc.nih.go.jp

）に
、

よ
り
詳
し
い
内
容
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

たんぽぽメール
　12月3日、すくすくプラザでファミサポ交流会「みんなであ・

そ・ぼハッピークリスマス！」を行いました。30組のファミサ

ポ会員の親子が一緒に遊びました。

　講師は、子育てアドバイザーの熊
くままる

丸みつ子
こ

さん。新聞紙やビ

ニール袋など身近なも

のを使って、丸めたり、

破ったりして、ツリー

やソリを作ったり、親

子ふれあい遊びや集団

遊びなどを楽しみまし

た。

　参加した「おねがい会員」の皆さ

んからは、「やんちゃなわが子に手

を焼いていましたが、先生のアド

バイスを伺い、気持ちが楽になり

ました」と笑顔で話していました。

　また、「まかせて会員」の皆さんからは、「新聞紙でこんなに簡

単に楽しく遊べるなんて。おもちゃのない我が家でも楽しく託

児ができそうです」との声もありました。



悩み／高齢者／子ども／障害者／女性／人権　相談窓口
■悩みの相談
心配ごと相談  ☎（581）7225
毎週水曜日／10時〜15時／
春日市社会福祉センター 4階

不安・悩み電話相談
☎（741）4343 ／ 24時間受付
／福岡いのちの電話

■高齢者のための相談
シルバー 110番
☎（584）3344  5（584）3354
月曜日を除く毎日／受付9時
〜16時／高齢者総合相談セン
ター（クローバープラザ内）

高齢者のあらゆる相談

▽北地域包括支援センター
☎（589）6227  5（589）6228

▽南地域包括支援センター
☎（595）8188  5（595）6069
いずれも8時30分〜17時

■子どもに関する相談
子育て・子どもの悩み相談
☎（584）1015  5（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時
／子育て支援センター家庭児
童相談室（すくすくプラザ内）

子どもの権利110番（電話相談）
☎（752）1331 ／毎週土曜日
／ 12時30分 〜15時30分 ／
天神弁護士センター

■障害者のための相談
聴覚障害者のためのファック
ス悩み相談　5（721）4343
月〜金曜日9時〜18時／土曜日 
9時〜13時／福岡いのちの電話

■女性のための相談
暴力・セクハラの相談 
☎（513）7335 ／月〜金曜日
／10時〜17時／ちくし女性
ホットライン

女性総合相談 ☎（584）1266
月曜日を除く毎日／受付9時
30分 〜16時（ 金 曜 日 は18時
〜20時30分も）／あすばる
相談室（クローバープラザ内）

性犯罪などの電話相談
☎（632）7830 ／月〜金曜日
／ 8時30分〜17時15分／福
岡県警ミズ・リリーフ・ライン

■人権相談
定例人権相談
☎（584）1111 5（584）1153
第1火 曜 日 ／10時 〜15時 ／
市役所2階市民相談室
人権相談
☎（922）2881  5（922）3342
月〜金曜日／ 8時30分〜17
時／福岡法務局筑紫支局

＜広告欄＞

市の人口   12/15現在

◎総人口  109,567人

女 　55,998人

男　 53,569人

◎世帯数  43,647世帯

K A S U G A         C I T Y13



ねずみ年
　今年の干支は「子（ねずみ）」。「子」の
字は「ふえる」という意味で、種子の中に新
しい生命が芽生える様子を表しているそう
です。また、ねずみはたくさん子どもを産む
ので、子孫繁栄を導き、災いから家を守ると
も言われています。
　そんな干支にちなんで・・・というわけでは
ありませんが、昨年
からハムスターを
飼っています。
　我が家の縁
起者にあやかっ
て、今 年も充
実した年にし
たいと思いま
す。    　　川

繭の毛羽とり機

　養蚕で繭の毛羽を取り除く道具。右手でハンドルを回し、左手で繭を

送ると、金属部分の間から毛羽が巻き取られる仕組みです。

　毛羽とは、蚕が足場として最初に張る固い糸のことで、これが付いてい

ると糸としては不良品となってしまいます。そこで、この機械を使って取り除

いていました。

　現在、奴国の丘歴史

資料館で開催中の「暮

らしと道具のいまむかし

展」（2月17日まで）で展

示しています。
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　「シリシリ」とは、沖縄の方言で「千切り」のことです。
千切りにしたりスライスしたにんじんを卵で炒める
のが一般的です。
　にんじんは、年中手に入る常備野菜です。カロテンが
豊富で、カルシウムやカリウム、イオウなどのミネラル
や食物センイも豊富で、緑黄色野菜の王様と言えます。
　色が濃く、皮がなめらかなものを選びましょう。ま
た、カロテンは皮の部分に多く含まれるので、できるだ
け皮付きのまま調理しましょう。
　ニラは、一株で年5回収穫できるほど生命力がある
野菜です。 特に、1〜2月に収穫される冬ニラはおいし
いと言われています。カロテンやビタミンＥが豊富。
独特の強い匂いは硫化アリルという物質によるもの

で、ビタミンB1の吸収を高める働きのほか、
魚の生臭さをやわらげたり、新陳代謝を

活発にしたりする効果もあります。緑
が濃く肉厚で、ハリのあるもの
を選びましょう。

材料（4人分）
にんじん（千切りにする）･･････････2本
ニラ（3〜4㎝の長さに切る）･･････････1/2束
ツナ缶（ツナと油に分けておく）･･････････1缶
卵（溶きほぐす）･･････････3個
だし汁･･････････1/2カップ
塩･･････････小さじ1
作り方
①　フライパンにツナ缶の油を入れ、にんじんを炒める。
②　にんじんに火が通ったら、ツナを入れて混ぜる。 

だし汁と塩を加え、汁気がなくなるまで煮含める。
③　ニラを加えて混ぜる。
④　卵をまわし入れる。ざっくり混ぜて、卵に火が通っ

たら完成。　　　　　 　（春日市食生活改善推進会）

にんじん畑

旬の野菜で健康レシピ
今月の料理

にんじんとニラのシリシリ

※無駄の出ない調理法やレシピなど、あなたのエコクッキングのアイデアを市報で紹介してみませんか。ぜひお寄せください。




